12.金属加工作業におけるリスクアセスメントのすすめ方
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	社長(工場長)
	製造部長
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リスクアセスメント実施一覧表（演習）　　　　　　　　　　　　　　　　　
	リスクアセスメント対象職場
	1～3の実施担当者と実施日
	4～6の実施担当者と実施日
	7～8の実施担当者と実施日
	
	
	社長(工場長)
	製造部長
	製造第○課長
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	1.作業名

（機械・設備）
	2.危険性又は有害性と発生のおそれのある災害（※）
	3.既存の災害防止対策
	4.リスクの見積り
	5.リスク低減措置案
	6.措置実施後の
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	クレーン作業
	重量目測違いによりワイヤーロープが破断して製品が落下し負傷する
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	切削加工業
	加工中チャックの締め付けが甘く、加工物がチャックから外れ、自分に飛んできて激突し負傷する
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


リスクアセスメント実施一覧表（実施記載例）　　　　　　　　　　　　　　　　　
	リスクアセスメント対象職場
	1～3の実施担当者と実施日
	4～6の実施担当者と実施日
	7～8の実施担当者と実施日
	
	
	社長(工場長)
	製造部長
	製造第○課長
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	1.作業名

（機械・設備）
	2.危険性又は有害性と発生のおそれのある災害（※）
	3.既存の災害防止対策
	4.リスクの見積り
	5.リスク低減措置案
	6.措置実施後の

リスクの見積り
	7.対応措置
	8.備考

	
	
	
	重篤度
	可能性

発生
	（リスク）

優先度
	
	重篤度
	可能性

発生
	（リスク）

優先度
	措置

実施日
	次年度検討事項
	

	クレーン作業
	重量目測違いによりワイヤーロープが破断して製品が落下し負傷する
	ワイヤの廃棄基準を作成し、毎月点検している
	×
	△
	Ⅲ
	1 吊荷を重量別に色区分し、対応してワイヤを色区分する

2 ワイヤの定期点検
	×
	○
	Ⅱ
	
	作業前ミーティングで反復注意
	

	罫書作業
	大型部品の作業段取り時に、重心が不安定となり部品が転倒して作業員に激突する
	安定を確認するまで、クレーンからのワイヤロープをはずさない。また、調整ブロックの作業前に目視点検する
	×
	△
	Ⅲ
	1 調整ブロックの定期点検

2 転倒防止側板の設置
	○
	○
	Ⅰ
	
	
	

	加工物の段取り作業
	加工物を面盤に締め付けていた際、品物が外れ品物と軸受箱の間に手を挟まれる
	ゴム巻きワイヤロープの使用により、滑り防止をする

ゴム巻きワイヤロープがない場合でも、あて布を挟み直巻きはしない
	×
	△
	Ⅲ
	1 滑り防止ワイヤの使用の徹底

2 チャックの定期点検と防錆
	×
	○
	Ⅱ
	
	作業前ミーティング
	

	計測作業
	大きな品物の上にのぼって計測作業中、品物から作業者が転落落下して負傷する
	高所作業ルールにより、足場の設置と命綱の使用を徹底する
	×
	△
	Ⅲ
	1 足場の設置

2 油対応安全靴の使用と足裏の油分除去…品質管理の面でも必要
	×
	○
	Ⅱ
	
	
	

	切削加工作業
	シャフトの仕切加工で、加工面に切削油をつけようと刷毛を持った手を近づけた際、長い切粉で左手の指を切傷する
	給油前に専用工具を用いて切粉を除去する
	△
	×
	Ⅲ
	自動給油装置を追加取り付ける
	△
	○
	Ⅰ
	
	
	


リスクアセスメント実施一覧表（実施記載例）　　　　　　　　　　　　　　　　　
	リスクアセスメント対象職場
	1～3の実施担当者と実施日
	4～6の実施担当者と実施日
	7～8の実施担当者と実施日
	
	
	社長(工場長)
	製造部長
	製造第○課長
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	1.作業名

（機械・設備）
	2.危険性又は有害性と発生のおそれのある災害（※）
	3.既存の災害防止対策
	4.リスクの見積り
	5.リスク低減措置案
	6.措置実施後の

リスクの見積り
	7.対応措置
	8.備考

	
	
	
	重篤度
	可能性

発生
	（リスク）

優先度
	
	重篤度
	可能性

発生
	（リスク）

優先度
	措置

実施日
	次年度検討事項
	

	切削加工作業
	加工中チャックの締め付けが甘く、加工物が外れ、自分に飛んできて激突し負傷する
	作業前ミーティングで注意する
	×
	△
	Ⅲ
	・加工物と作業者（自分）の間に安全カバーを取り付ける
	×
	○
	Ⅱ
	
	
	

	切削加工作業
	切削作業中に切粉との接角により切傷する
	チップブレーカーを工夫して、切粉を短くする。また材質、送り量によっては切粉が長くなるがその時は作業加工にして近づかない
	×
	△
	Ⅲ
	・切削作業で使用するバイトには必ず、チェックカバーを付ける

・教育の徹底
	×
	○
	Ⅱ
	
	
	

	切削加工作業
	切傷加工中、作業服の袖のボタンがはずれていたため、回転している加工物などに巻き込まれる
	
	△
	×
	Ⅲ
	・回転する加工物に近づかない事を作業前に確認する

・正しい作業服で作業する
	△
	△
	Ⅱ
	
	教育の徹底
	

	ハンドドリルで

穴あけ作業
	ドリルの抜け際に突然切削反力がなくなり、ドリルを勢い良く押し込んで加工物とドリルの間にお指を挟む
	加工深さを加工前に確認する
	△
	×
	Ⅲ
	・ドリルの抜け際での加工深さ位置にマーカーで印を付ける
	△
	△
	Ⅱ
	
	
	

	ディスクグラインダー作業
	エアーまたは電源をつなぐときにスイッチがON位置にあり、突然ディスクが回転し手を切傷する
	
	△
	△
	Ⅱ
	・エアつなぎこみ部または電気プラグ部にスイッチOFF確認を指示する銘板を取り付ける
	△
	△
	Ⅱ
	
	作業前ミーティングで反復注意
	


リスクの見積りの方法（マトリックス法の例）

　

	　　
	被災の程度・内容の目安

	致命的・重大
×
	· 死亡災害や身体の一部に永久的損傷を伴うもの

· 休業災害（1ヵ月以上のもの）、一度に多数の被災者を伴うもの

	中程度
△
	· 休業災害（1ヵ月未満のもの）、一度に複数の被災者を伴うもの

	軽度
○
	· 不休災害やかすり程度のもの



②負傷又は疾病の発生の可能性の度合の区分

危険性又は有害性への接近の頻度や時間、回避の可能性等を考慮して区分します。

	発生の可能性
	内容の目的

	高いか　比較的高い
×
	· 毎日頻繁に危険性又は有害性に接近するもの

· かなりの注意力でも災害につながり回避困難なもの

	可能性がある
△
	· 故障、修理、調整等の非定常的な作業で危険性又は有害性に時々接近するもの

· うっかりしていると災害になるもの

	ほとんどない
○
	· 危険性又は有害性の付近に立ち入ったり、接近することが滅多にないもの

· 通常の状態では災害にならないもの



③リスクの見積もり
重篤度と発生の可能性の度合いの組合せからリスクを見積もる。（マトリックス法）

リスクの見積表

	重篤度

発生の可能性
	負傷又は疾病の重篤度

	
	致命的・重大

×
	中程度

△
	軽度

○

	発生の可能性の度合い

負傷又は疾病の
	高いか　比較的高い
×
	Ⅲ
	Ⅲ
	Ⅲ

	
	可能性がある
△
	Ⅲ
	Ⅱ
	Ⅰ

	
	ほとんどない
○
	Ⅱ
	Ⅰ
	Ⅰ



	リスク
	優先度

	Ⅲ
	直ちに解決すべき又は重大なリスクがある。
	措置を講ずるまで作業を停止する必要がある。

十分な経営資源(費用と労力)を投入する必要がある。

	Ⅱ
	速やかにリスク低減措置を講ずる必要のあるリスクがある。
	措置を講ずるまで作業を行わないことが望ましい。

優先的に経営資源（費用と労力）を投入する必要がある。

	Ⅰ
	必要に応じてリスク低減措置を実施すべきリスクがある。
	必要に応じてリスク低減措置を実施する。


①負傷又は疾病の重篤度の区分





④優先度の決定











凡例：●災害の重篤度　　×＝致命的・重大　　△＝中程度　　○＝軽度　　●発生可能性　　×＝高いか比較的高い　　△＝可能性がある　　○＝ほとんどない

　　　●優先度　　　　　Ⅲ＝直ちに解決すべき又は重大なリスクがある。　　Ⅱ＝速やかにリスク低減措置を講ずる必要のあるリスクがある。　　Ⅰ＝必要に応じてリスク低減措置を実施すべきリスクがある。

　　　※災害に至る経緯として「～なので、～して」＋「～になる」と記述

